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深見希代子さんへインタビュー
●国立女性教育会館の印象はいかがですか？
特別講演の講師としてお招きを受け、今回初めて伺いました。緑が多く、のびやかで、いいところですね。意外
に池袋から近く、その割にはリゾート気分になれます。宿泊研修をして、一緒に御飯を食べることによって、情報
交換ができるのがいいですね。
●先生は、子育てに専念なさった時期を経て、再就職なさったと伺いましたが。
大学で薬学を専攻し、大学病院で医薬品開発に携わった後、子育てに専念しました。子育ては本当に楽しかった。
毎日が発見の連続でした。子どもというのは、昨日できなかったことが今日できるようになるものです。子育てで
閉塞感を持つ方々がいらっしゃいますが、空間的に狭められていることも原因だと思います。私の場合は、子ども
と外で遊ぶことが好きで、家の中にいることがほとんどなかったため、閉塞感を持たずにすみました。
29才で病院薬剤師になりたいと思い、東京都の公務員試験を受けるため、子どもが寝てから勉強しました。子ど
もがいたことが配慮されたのかもしれませんが、病院ではなく研究所勤務となりました。そこでは、いいボス、い
い同僚に巡り会えました。
37才で東京大学医科学研究所へ入り、本格的な研究を開始しました。昨年猿橋賞をいただいた「生命現象におけ
るリン脂質代謝の役割」という研究も、ここで行いました。
●研究者をめざす若い女性に御助言をいただければ幸いです。
大学の研究室で要求される能力は、何より高い研究能力で、他にバランス感覚や熱意が挙げられます。人生には、
勝負時、すなわち「生き延びるために必死にやらなくてはいけない」という時があります。勝負どきかどうかを見
極められる能力、本当に集中させるべき時に集中させる能力も重要です。これらは研究者だけでなく社会一般の企
業にもあてはまることと思いますので、男女を問わず、はっきりこうしたプロ意識を認識しておかなくてはなりま
せん。
また、研究では、個人としての力をより強いチームの力にするために、コミュニケーション能力が不可欠です。
男性社会の中で、女性がコミュニケーション能力を持っていることは、強い武器になります。
若い女性には、男性に負けないために頑張り過ぎる人がいますが、すべてを完璧に行おうとするとストレスにな
り、摩擦が生じます。前述したことと少し矛盾する様に聞こえるかもしれませんが、頑張る時と手抜きする時があ
っていいのだと思います。
研究は、マラソンと短距離走との合わせ技です。道は遠いので、休まず淡々と一歩一歩着実に歩みながら、時に
は全速力で走らなくてはなりません。それから、まわりの声援や支援もないとできませんから、感謝しながら厚意
あるサポートを受けることも必要です。１つの仕事を続けることは、いいことばかりじゃありませんが、悪いこと
ばかりでもありません。プロ意識とひたむきさを持って進んで下さい。
私自身はジェンダーの問題で深刻な場面には直面せずにすみましたが、少なくとももう少し女性が働きやすい環
境が必要です。働く女性へのサポートを充実させ、働く女性の絶対的な割合を増やす必要があります。結婚か仕事
かの二者択一ではなく、両方が可能であることを示していくことが大切だと思います。
プロフィール
現 職 東京薬科大学生命科学部教授。
東京都老人医療センター研究所、東京大学医科学研究所を経て、現職。医学博士。
専 門 生化学、分子遺伝学。
所属団体 日本生化学会理事、日本脂質生化学会理事、日本学術振興会特別研究員等審査会
専門委員、慶応義塾大学病院治験審査委員
受 賞 猿橋賞（自然科学分野で優れた業績をあげた女性科学者に与えられる賞。受賞者は、1年に1人。）
平成16年度　国立女性教育会館総合テーマ
『男女共同参画社会の形成をめざした「学び」と「活動」』
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事業予告・募集
男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・交流フォーラム
平成16年8月27日ª～29日∂の間、2泊3日で「男女共同参画のための女性学・ジェンダー研究・
交流フォーラム」を開催します。
今年のテーマは「21世紀の男女平等・開発・平和　―いま、私たちはつくる―」とし、多様な分野
で活躍している方々が一堂に会する機会を提供するため、昨年まで開催していた「女性学・ジェンダ
ー研究フォーラム」と「ヌエック全国交流フェスティバル」を合体させ開催することとしました。基
調講演「私たちはつくる：男女共同参画社会」の講師に鹿嶋　敬氏（日本経済新聞社編集委員）、続
くリレートークでは、大下勝巳氏（おやじの会「いたか」世話人）、新田恭子（NPOセカンドハンド
代表）、堀　周子（キラキラネットメンバー／農業家）、松村みち子（タウンクリエイター代表）をお
迎えし、主催者提供プログラムを開催します。また、企画委員・国立女性教育会館によるワークショ
ップ（ø～√）を実施します。
また、28日～29日には、男女共同参画社会の形成を目指し、全国で研究と実践を行っている100余
りの生涯学習の団体・グループがワークショップや展示でその成果を確かめる、施設開放期間ワーク
ショップを同時開催します。
女性のエンパワーメント支援セミナー
平成16年度「女性のエンパワーメント支援セミナー」を、平成16年11月30日∏～12月3日ªの3
泊4日で開催します。
女性のエンパワーメント（力をつけること）を支援する女性教育・家庭教育に関する事業の企画・
立案及び団体グループ・NPO活動の推進に必要な専門的知識・技術の習得等の実践的な研修を行うこ
とを目的としています。対象は、A行政担当者、B女性教育・家庭教育に関する行政関係事業の企
画・運営に携わっている者、C女性教育・家庭教育に関する団体・グループやNPO等のリーダーです。
プログラムの詳しい内容、参加についてのお問い合わせは事業課まで。
公開講演会
男女共同参画社会の形成に向け、日本における地球社会の「平等・開発・平和」の達成に向けた積
極的な貢献が求められ、国際協力の分野で活躍する女性が増えています。日本政府の在外機関や国際
機関で働く日本人の場合、その増加率は女性が男性を大きく上回っています。また、公的な国際機関
ばかりでなく、企業やNPO、個人の活動も活発に行われています。
今、日本が国際社会の一員としてなさねばならないことは何か、そして、国際社会の中で活動する
ためにはどのようなことが必要かを、軍縮会議日本政府代表部特命全権大使として国際社会の規範づ
くりに関わられた講師ご自身の生き方・ご意見をもとに、考えてみたいと思います。
１　テーマ 「国際社会に生きる」
２　主　催 猪口　邦子上智大学教授／前ジュネーブ軍縮会議日本政府代表部特命全権大使
３　会　場 独立行政法人 国立女性教育会館
〒355－0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728番地
４　期　日 平成16年10月15日ª 13：30～15：00
５　参加費 無料
６　問い合わせ先 独立行政法人　国立女性教育会館事業課公開講演会係
TEL 0493－62－6711
国立女性教育会館研究紀要第９号の投稿論文募集
「国立女性教育会館研究紀要第9号：特集テーマ　エンパワーメントのための生涯学習」（平成17
年8月刊行予定）の作成にあたり、ジェンダーの視点に立った生涯学習に関わる国際的・学際的研究
ならびに実践的研究に関する論文を募集します。
原稿は日本語、英語のいずれかで執筆するものとし、論題はテーマに関するもの、または自由論題
で未発表の完成原稿に限ります。原稿の提出期限は、平成16年11月4日∫です。紀要委員等3人のレフ
ェリーによる選考の上、掲載の可否は平成17年3月に決定します。
★論　　　文 日本語20,000字以内　英語10,000ワード以内
★研究ノート 日本語12,000字以内　英語16,000ワード以内
★実践事例研究 日本語12,000字以内　英語16,000ワード以内
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事業の実施報告
6月15日∏～17日∫の間、2泊3日で「女性関連
施設管理職セミナー」を開催しました。このセミナ
ーは今年度の新規事業であり、開館以来、平成15
年度まで27回開催してきました「女性関連施設職
員のためのセミナー」を廃止し、女性関連施設のセ
ンター長や館長等の管理職50人を対象としたセミ
ナーとして実施しました。行財政改革が進む中、施
設を取り巻く状況が厳しく日々動いており、男女共
同参画の推進の拠点という新たな期待が寄せられる
一方で、予算の削減に伴う事業の縮小も見られるな
どの状況下で、学習者・利用者・活動者を支援し、男女ともに社会を担うためにも、女性がも
っとその力を社会に発揮できるような事業の企画・実施に役立つような専門的知識、技術を得
るための実践的研修と位置づけています。
プログラムとしては、「男女共同参画社会の形成と女性関連施設の役割」「女性情報の活用」
「管理・運営・評価」「相談事業と管理部門との連携」「NWECの研究成果の活用」「トップマネ
ージメント」等をテーマに取り上げました。
事前の参加者へのアンケートでは、抱える課題として「指定管理者制度」「NPOとの協働」
「評価」等が、多くあげられました。終了後のアンケートでは、「女性関連施設の管理職として
の知識、施設の役割等多くの学びを得ることができました。今後の施設の体制づくり、事業の
展開に役立てて生きたいと思います」等のご意見が多く寄せられました。
女性関連施設管理職セミナー
子育てネットワーク研究交流協議会
子育て中の親や子育てサークル、子育て支援団体、
行政、関係機関を結ぶ役割を担う「子育てネットワ
ーク」の役割と意義・課題について研究協議を行い、
その充実を図ることを目的に、全国5箇所で開催す
る「子育てネットワーク研究交流協議会」のトップ
を切って、5月29日º～30日∂の両日、「子育て
ネットワーク in ヌエック」を実施しました。
全国27都道府県から定員を大きく超える199名
（女性148名、男性22名、子ども29名）の参加を得、
子育てネットワークに寄せられる期待と関心、そし
て昨年の協議会の成果をネットワークの成長という
確かな手応えとして感じることができました。
本年度の主題は「みんなで子育て、豊かな子育て」。汐見稔幸さん（東京大学大学院教育学
研究科教授）による基調講演では、これまでの取組の成果を踏まえ、子育てネットワークが地
域の様々な組織との「ネットワーク」から「コラボレーション」へ、そしてより「大きなネッ
トワーク」へ、という新たな段階へ進んでいることが確認され、ネットワークへの力強いエー
ルを送っていただきました。
分科会やテーマ別討論会でも、次世代育成の視点から、父親のグループや企業との連携や思
春期までのつながりを考えた取組の推進など、多様な分野による先進的な取り組み事例をもと
に、活発に情報・意見交換がなされ、子育てネットワークが地域における家庭教育や子育て支
援に果たす大きな役割を確認し合いました。
各地での確かな実践を積み重ねながら、福岡大会（10月2日º～3日∂）、山形大会（11月
19日ª～20日º）での再会を誓い、盛会の内に幕を閉じました。
▲全体会「みんなで子育て、豊かな子育て」：
研修の成果の交換
▲開会における理事長あいさつ
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女性の生涯学習国際フォーラム
事業の実施報告
会館が実施した調査研究「女性の学習関心と学習行動に関す
る国際比較調査」の分析結果を発表し、参加者の方々と議論を
深めるため、7月3日º～4日∂に「生涯学習とそれぞれのエン
パワーメント～日本、韓国、ノルウエー、アメリカの国際比較
調査から～」を開催しました。
1日目は調査発表会として、日本、韓国、ノルウエー、アメ
リカの研究者が分析結果の発表を行い、2日目は各国に分かれ
て分科会を実施し、約100名の参加者の皆さんを交えて、より
深い議論をおこないました。さらに、1日目の調査発表会は教
育情報衛星通信ネットワーク（エル・ネット）で結んで福井県生活学習館（ユー・アイふくい）の参加
者約100名の方たちにも双方向で参加していただくことができました。
4ヶ国の比較分析の主な知見としては、A女性は男性より情緒的支援の必要性を感じており、女性が
学習を行う上での困難が示唆される、B日本の場合、学習が「自分の気持ちに力をつける」にとどまる
傾向がある、C男女共同参画の意識がいきわたっていない社会では、男女平等教育は性別役割意識を変
化させるのに影響を与える等、様々なことが明らかとなりました。
また、日本での国際フォーラム実施後の7月6日∏、韓国の梨花女子大学校の招きによって、4ヶ国の
研究者が韓国を訪れ、韓国でシンポジウムを行いました。約70名の方が参加し、女性のエンパワーメン
トと生涯学習のあり方について活発な議論・意見交換し、実りのあるシンポジウムとなりました。
▲１日目の調査報告会〈アメリカ〉
情報ネットワーク
ボランティアコーナー
全国各地の親を中心とする子育て関係者で構成する子育てネットワー
クの概要と活動、都道府県・市区町村教育委員会の支援事業等を見るこ
とのできる「子育てネットワーク・データベース」の平成15年度調査
データ（子育て支援団体750件、教育委員会1518件）を公開しました。
検索の方法も見直し、一つの画面で一回で検索できるようになりまし
た。また女性情報シソーラスを組込むなど、より便利になりました。
近くにどんな子育てネットワークがあるのか、教育委員会で行ってい
る支援事業や子育てネットワークとの連携はどのようなことがなされて
いるのか、ぜひヌエックのホームページにアクセスしてご覧ください。
「子育てネットワーク・データベース」に平成15年度データが入りました！
▲「写人の会」写真展の様子
現在、国立女性教育会館ボランティアは48名が登録を
し活動しています。今年度から、ボランティアお一人お一
人に等しく情報が行き渡るよう個人登録を重視し募集を行
いましたが、登録後、ボランティア相互の活動・学習・連
絡及び親睦のための自主グループをつくり、さらに活動の
幅をひろげています。いま、自主グループでの活動もすす
めているボランティアは、「写人の会（写真グループ）」、
「若葉マーク学習グループ」、「ひびき会」があります。ボ
ランティア活動に興味のある方のボランティア登録をお持
ちしています。次回の登録は10月31日∂に実施します。
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調査研究事業報告・資料の作成
会館では女性教育・家庭教育に関する調査研究を実施して
おりますが、3つの調査研究成果の報告書をまとめましたの
でご紹介します。まず第1に『女性の生涯学習とエンパワー
メント～日本、韓国、ノルウェー、アメリ
カの4ヶ国比較調査から』です。平成13～
16年度まで男女共同参画社会の形成に向け
た生涯学習の振興ならびに女性のエンパワ
ーメントに資するため「女性の学習関心と
学習行動に関する国際比較調査」を実施し
ています。この報告書は、生涯学習が女性
のエンパワーメントをいかに促進できるか
を明らかにすることを目的として行った日
本、韓国、ノルウェー、アメリカの4ヶ国の
国際比較調査結果をまとめたものです。英
語版報告書“Women's Lifelong Learning
and Empowerment”も併せて作成しました。
次に『女性のキャリア形成支援に関する調査研究報告書』
です。これは平成15～17年度まで計画している「女性のキャ
リア形成支援に関する調査研究」の初年度の研究成果をまと
めたもので、どうすれば女性が学習の成果をキャリアに結び
つけることができるのか、そしてどのような支援を必要とし
ているかを検討しています。生涯学習をきっかけに様々な分
野で活躍している女性のインタビューから分析しました。さ
らにインタビュー事例をまとめ『キャリア形成に生涯学習を
いかした女性たち（ヌエック・ブックレット3）』を作成し
ました。事例だけではなく情報編として女性のキャリア作り
を支援する講座、文献紹介、ホームページ情報、女性男女共
同参画センター一覧都道府県・政令指定都市生涯学習セン
ター一覧を掲載し、利用しやすい形にしてあります。
最後に『次世代育成と公民館 ─これからの家庭教育・子育て支援をすすめるために─
（ヌエック・ブックレット2）』で、平成14～15年度に実施
した「子育てサークル等支援に関する調査研究」の成果をま
とめたものです。都市化、核家族化、地縁的なつながりが希
薄化し、子育ての不安感、育児の悩みが広がる中で、行政と
地域の子育て関係者の連携が進みはじめています。このブッ
クレットは、どのようにしたら女性も男性も地域の子育てに
関わっていくことができるのか、地域の拠点の一つである公
民館が次世代育成のために何ができるのかを考えるための参
考資料です。7月から独立行政法人国立印刷局より販売をは
じめました（定価500円）。是非お手にとってみてください。
このように、国立女性教育会館では調査研究の成果をさまざ
まなかたちで公表しておりますのでそれぞれの学習・活動・
研究にお役立てください。お問い合わせは研究国際室まで。
調査研究の成果をまとめました
－7－
各国の生涯学習
国連の一機関である国連開発計画（UNDP）では1990年から『人
間開発報告書』を刊行して人間開発指数（HDI）を発表しています。
これは人間開発の度合いを測る包括的な経済指標で平均余命、成人
識字率、一人あたりGDP等から計算されています。ジェンダーを
特集した1995年の報告書からは ジェンダー開発指数（GDI）と
ジェンダー・エンパワーメント指数（GEM）が発表されるように
なりました。GD IはHD Iと同じ側面について男女間格差が不利に
なるようなペナルティーを科すことによって算出した指標でいわば
「ジェンダーの不平等を調整したHDI」です。GEMは女性が政治、
経済活動に参加して、意思決定に参加できるかどうかを測る指標で
能力を活用する機会に焦点が当てられています。具体的には国会議
員に占める女性割合、専門職・技術職に占める女性割合、管理職に
占める女性割合、男女の推定所得から算出されます。7月15日に『人間開発報告書2004 この多
様な世界で文化的自由を』が発表されました。日本のHDIは9位、GDIは12位ですが、GEMは38
位です。昨年の44位よりは上位になりましたがそれでも豊かな先進国の中では著しく低い順位に
留まっています。昨年の数値をもとにGEMと合計特殊出生率の関係を見ると、女性が社会的、政
治的、経済的に力を持っている国は合計特殊出生率が高いという傾向が見られました。「女性が社
会進出するから子どもを産まなくなった」という声を聞くことがありますがデータをみるとそうで
はないことがわかります。
ジェンダー・エンパワーメント指数（GEM）
女性の社会進出を支える生涯学習：ノルウェーの生涯学習事情
ことばの基礎知識
ノルウェーといえば、2004年版のUNDP（国連開発計画）
『人間開発報告書』において、国民の豊かさを示す「人間開発
指数」が4年連続で世界1位となったことが注目されていま
す。ノルウェーはまた、同報告書のなかの女性の社会進出
度を示す指標（GEM）でも、前年の2位から1位に返り咲き
ました。こうした「豊かさ」の背景には、人口約450万人の
小規模な国である上に、原油などの天然資源が豊富で貿易
黒字が続いていることから、経済的にも社会的にも安定し
た状況にあることがあげられます。また、19世紀以来の民
衆による学びの伝統にもとづく生涯学習機会が充実していることも見逃せません。
ノルウェーでは、1990年代に生涯学習をすべての人に実現する「学習社会」の構築を目標とす
る大規模な教育改革が進められました。1999年から実施に移された成人教育改革では、被雇用者
に3年以内の教育休暇を取る権利を認めるとともに、奨学金制度も成人が利用しやすいように改正
されました。また、職場や地域、家庭における多様な学びや仕事、余暇活動のなかで得られた実用
的能力の認定を受けることにより、職業資格をはじめ、高校や大学への入学資格を認められる制度
が導入されました。こうした制度の利用者の大半はキャリアアップを目指す女性です。GEM1位の
ノルウェーの女性にも仕事と家庭生活の両立には障壁もあり、学びながら視野を広げ、仲間との対
話を楽しむことにより、日頃のストレスを解消し、明日への糧としている人も多いようです。
（国立教育政策研究所生涯学習政策研究部　総括研究官　澤野由紀子）
＊詳しくは『女性の生涯学習とエンパワーメント：日本・韓国・ノルウェー・アメリカの4ヶ国比較調査から』
をご覧ください。
▲トロンハイムの自由芸術学校
GEMと合計特殊出生率
の相関図
－8－
●利用案内
立秋を過ぎると夏の厳しい日差しも和らぎ、スポーツの秋もすぐそこです。
ヌエックでは、広い敷地に研修棟、宿泊棟の他、テニスコート（全天候型人工芝コート　5面）、体育館
（31ｍ×25ｍバスケットボール、バトミントン等可）、草原運動場（約12,000ﬂ ソフトボール等可）、
プール（9月26日まで　25ｍ6コース）の体育施設を備え、皆様の御利用をお待ちしています。
※ 休館日（平成16年9月～12月）
29月26日（月）・21日（火） 10月12日（火）・18日（月）
11月21日（月）・17日（水） 12月26日（月）・28日（火）～平成17年1月4日（火）
注）A休館日前日の宿泊と当日の朝食は御利用になれます。
B電話・FAX・e-mailによる申し込みの受付や利用相談なども行っています。
C会館ホームページではいつでも施設の空き状況等が御覧になれます。
【申し込み専用電話番号】
電　　話：0493－62－6723 ファクス：0493－62－6720
●主な利用団体（平成16年5月～7月）
●寄付金のお願い
５月
13日～15日
18日～22日
６月
13日～14日
15日～16日
23日～25日
27日～7月2日
７月
23日
29日
ヌエックではより充実した業務遂行のための経費
に充てるため、寄附金を含む外部資金を受け入れて
おります。今後とも、事業の充実、運営の改善及び
サービスの向上に努めてまいりますので、皆様方の
暖かい御篤志を賜りますよう何とぞよろしくお願い
申し上げます。
７月
社団法人　国際婦人教育振興会
財団法人　日本キリスト教婦人矯
風会
全国「社会教育主事」研究協議会
全国保育団体連絡会
日本私学教育研究所
教職員管理主事等研修講座
埼玉県公民館連合会
栃木県女性教育指導者研修
編 集 後 記
ヌエックニュース第106号
平成16年8月15日発行
編集発行　国立女性教育会館
〒355-0292 埼玉県比企郡嵐山町菅谷728
@0493-62-6711（代表）
FAX.62-6722（総務課）62-6720（事業課）
62-6721（情報課）62-9034（研究国際室）
ホームページURL http://www.nwec.jp/
E-mail webmaster@nwec.jp
この紙は再生紙を利用しています。
b 暑い暑い夏がやってきました。今年は猛暑と呼ぶにふさわし
く、昨年の冷夏からは信じられないような暑さが続いています。
b 暑い日には、ついついクーラーのきいた部屋でのんびりとし
てしまいたくなりますが、会館の敷地には多くの緑化樹木が植
えられており、各地の緑陰で風情のある涼をとることができま
す。
b 玄関前のクヌギの大樹や橋の上を吹き抜ける風、会館の敷地
内には、暑い夏でもホッと心を休ませる場所が沢山あります。
b 皆様も、暑気よけの準備を整え、緑深い会館の樹木と接して
みてはいかがでしょうか。
●展示コーナー
「スポーツとジェンダー」
スポーツ界での女性の活躍がめざましい一方で、
ドーピングによる健康障害や指導者によるセクハラ
等の問題も指摘されています。オリンピック年を期
に、ジェンダーの視点からスポーツについて考える
ための資料を、一階エントランスホールに展示中で
すので、是非ご覧ください。
＊展示資料例
「フェミニズム・スポーツ・身体」
「オリンピックと女性：百年」
「目で見る女性スポーツ白書」
◎寄附金に対する問い合わせは総務課へ
一定の金額までの寄附金については、法人及び個人の
場合ともに税法の規定により、所得から控除されます。
